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〈要　　旨〉
　本研究では本学一年次の必修科目である「保育実践入門」の受講生を対象として，授業の
成果と課題を検証したものである。「保育実践入門」の前期の授業プログラムを通した学び
について学生に回答を求め，KJ法にて分析を行った。その結果，学生の学びは多岐にわ
たっており，保育者として実践の場で求められる基本的な姿勢や心構えについての気づき
や，子ども理解のための重要な視点が得られていることが示された。また，保育カンファ
レンスや保育記録の重要性に関する気づきも確認され，保育者としての学び方や専門性を
深めるためのプロセスへの気づきが示される結果となった。
　学生自身が講義での学びと現場からの学びそれぞれの重要性に気づき，またそれらの統
合により保育に関する理解が深まることに気づく機会として本科目が機能していることが
うかがえる一方で，今後に向けて新たな課題も示された。
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Ⅰ.　はじめに
　近年，わが国では，少子化や核家族化，地域コミュニティの弱体化など子どもや子育て家庭を
取り巻く環境が大きく変化してきており，それと同時に，待機児童問題の深刻化など，それらを支え
る制度についても課題が山積している。そのような社会的な要請に応える形で，平成 27 年度から
「子ども・子育て支援新制度」が施行されたが，本制度では，その大きな柱として，「保育の量の
拡充」とともに「保育の質の向上」が掲げられており，「保育の質」というものをどのように捉え，その
質の向上をどう図っていくかについて，現在，様 な々方向から議論が高まっている。
　保育実践の場において，「保育の質」を支えるための保育者の重要な専門性の一つに子ども理
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解が挙げられる。砂上（2016）1）は，1989 年（平成元年）の幼稚園教育要領の改訂を機に，「環境
を通して行う教育」が幼稚園教育の基本となったことにより，子どもが主体性を発揮しながら環境と
かかわるために，保育者の役割として，一人一人の子どもの興味・関心，その時々の心情や生活
経験等を理解した上で，環境構成を行ったり，援助していくことが，より一層求められるようになって
きたとして，子ども理解が日々 の保育実践の基盤であることを指摘している。このことから，「環境
を通して行う教育」を基本理念とする保育実践においては，子ども理解は保育の質につながる重
要な要因となっていると考えられる。そのため，本研究では，保育者養成における学びの過程で，
学生がそのような子ども理解の姿勢をどのように獲得していくのか，その具体的なプロセスとそれを
支える授業実践の在り方について探究していきたいと考える。
Ⅱ．先行研究
1．保育者に求められる子ども理解のまなざし
　文部科学省（2010）2）による「幼稚園教育指導資料第 3集　幼児理解と評価」によれば，「幼児
を理解することが全ての保育の出発点」であるとされる。それは，河邉（2001）3）が指摘しているよ
うに，保育の中で子どもを理解するということは子どもの行動に意味を見出し，保育者としてどのよ
うな援助の可能性があるかを考えることにつながるためであると考えられる。保育者の援助の具
体的行為のもとになっているのは子どもをどう理解したかということであり，また何らかの手立てを
行った場合には，子どもがどのように反応したのかを把握しなければ，次の手立てを講じることもで
きないため，やはり子ども理解が欠かせないと述べている。
　また，そのような子どもを理解するための保育者の基本的なまなざしの在りようについて，髙嶋
（2011）4）は，個別的・共感的な理解の重要性を指摘している。何気なく見える保育の一場面も，
一人一人の子どもがそこで経験していることや，そこでその子が抱えている「思い」は異なるとし，
そのため，それぞれの子どもにとって必要な援助のあり方を幅広く探りながら見出していくためには，
まずは，それぞれの子どもを丁寧に見つめ，それぞれの場面や出来事が，その子にとってどのよ
うなものであり，そこで見られる子どもの行為がその子のどのような内面を表現しているものなのか，
またそれがその子の育ちのなかでどのような意味をもつものなのかなどを，一人一人の子どもの側
からとらえ理解していくことが必要であるとし，内面的理解と，その子の側からの個別的・共感的
理解の必要性について論じている。
　津守（1987）5）は，子どもの外面的な行動の特徴を捉えて，その既存の枠組みや先入観から見
てしまう見方を「概念的理解」と呼び，そのような理解の仕方が子どもに対する本質的な理解を妨
げてしまう危険性があることを指摘している。そして，子どもとかかわりながら，子どもの行為の「内
なる意味」を理解することが求められると指摘した上で，そのような「人間学的理解」をしていくため
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には，「子どもの生活に参与して，子どもと直接応答すること，またこの際，子どもとの関係において
自分をさまざまに変化させること」が重要であると述べている。すなわち，一人一人の子どもの行
為の「内なる意味」を探り，理解するためには，直接，子どもの生活に参与して，子どもとのかかわ
りを持ちながら，その子ども自身の見ていること，感じていることに心を寄せ，共感的に探っていくこ
とが求められるのであり，それと同時に，そのかかわりを通して，自分自身の見方や理解を常に問
い直し，更新し続けていくことが求められているのである。
2．子ども理解の深まりを支えるもの
　保育者にとって，子ども理解を深めていくために欠かすことができないとされているのが，津守
（1980）6）によって重要性が指摘されてきた「省察」である。保育者が自らの実践を振り返り，その
意味を問い直す省察は，保育者の専門性を高めるための重要な営みとして考えられている。保
育者にとって，自らの保育の振り返り，子どもの行為の意味を自分とのかかわりとの関係の中で問
い直し，吟味することは，その日の子どもの姿や自分の保育行為の意味を新たに発見していくと同
時に，自らの枠組み（子どもを理解するまなざしや保育実践等）を再構築していくことにつながるも
のである。
　また，そのような省察をさらに深めていくための具体的な方策の一つとして，子どもの姿や保育
について他の保育者と語り合う保育カンファレンスも，近年，多くの保育現場で積極的に導入され
ている。保育カンファレンスとは，従来，医療や看護，臨床心理等の分野で行われてきた症例検
討会（ケース・カンファレンス）に示唆を得て，保育実践の場でも試みられるようになってきたものであ
る。具体的な事例を基に，参加者それぞれが互いの子どもや保育をみるまなざしを深め，保育者
としての専門性を高めていくことを目的として行われる。このような保育カンファレンスは，いわば参
加者によって共同的に省察を行っている過程であり，それは結果として，互いの子どもや保育の見
方の熟達にも繋がり，それぞれの参加者が，その後，自らの実践を省察する際，より多角的な視
点から問い直すことができるようになることにも繋がっていくと考えられるのである。
　さらに，砂上（2016）7）は，そのような保育実践の循環の中に，保育記録も重要な意味を持つ営
みの一つとして位置付けている。保育の記録は，それ自体が省察の手段であり過程でもあるとし
て，振り返りながら記述すること，記述することを通して振り返ることは子ども理解を深めるとともに，
実践の根拠を省察し，他者と分かち合うことにつながるのであり，それを通して，自身の枠組みの
自覚化やさらなる保育実践の構想に繋がっていくとして，その有効性を指摘している。
　このような子ども理解が深まっていくための一連の循環のプロセスは，保育者の成長を支える学
びのプロセスであり，保育者養成課程においても，学生自身が，実際に日々 の子どもの生活に参与
し，省察とカンファレンスを通して，こうした保育の循環を体験していくことは重要な意味を持つと考
えられる。
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Ⅲ．目的
　保育者の子ども理解のあり方が子どもへの関わり方を左右するという点で，子ども理解は保育
者の資質を考える上でも重要な要素であり，保育者養成課程の学生指導においても欠くことのでき
ない視点である。限られた在学期間中に「子ども理解」の姿勢を醸成するためには，授業の成果
や課題を探り，有効な手立てを検討する必要があり，今後に活かしていくことが求められていると
言えるだろう。
　本学では一年次の必修科目として「保育実践入門」が設定されている。「保育実践入門」では，
「田園調布学園大学みらいこども園（以下，みらいこども園）」に学生が赴き，子どもと関わる機会
を設け，保育実践の場で求められる基本姿勢について学ぶことや，子どもへの理解を深め，多角
的に考察できるようになることをねらいとしている。当該科目は大学に入学したばかりの一年生を対
象としていることから，受講生の多くは専門的に保育を学び始めたばかりで，保育者としての視点
で子どもと触れ合う機会がこれまであまりなかったのではないかと考えられる。保育を学び始めた
ばかりの学生にとって，保育の現場で子どもと触れ合う第一歩とも言える「保育実践入門」の授業
は，学生の学びにおいて，どのような意味合いを持つのであろうか。
　「保育実践入門」は通年で開講しているため，現時点では授業計画の途中であるが，前期授
業を通した学生の学びを振り返り，学生の「子ども理解」に関する学びについて，成果と課題という
2つの視点から検討することを目的とする。
Ⅳ．方法
1．研究対象者
　「保育実践入門」の受講生である子ども未来学科 1年生 96名のうち，デ ター分析の対象とした
「中間のまとめ・振り返りシ トー」を提出した92 名（男子 20 名，女子 72 名）を本研究の対象とした。
2． 「保育実践入門」の授業シラバスの概要
　本授業のねらいと到達目標は以下の通りである。
・「田園調布学園大学みらいこども園」における演習を通して，保育実践の場に自ら参加し，子ども
とかかわる経験を重ね，自らの気づきや具体的な事例を基にグループカンファレンスを行う中で，子
どもへの理解を深め，多角的に考察できるようになる。また，自らのかかわりを振り返り，反省的に
考察できるようになる。
・今後の学外実習に向けて，保育実践の場において求められる基本的な姿勢や心構えについて
知り，そのことの意味を理解できるようになる。
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3．授業の形態
　本授業は，全体で行われる学内での授業や，グループ別に参加する「みらいこども園」での演
習，グループ別の学内での事後指導授業など，さまざまな規模と形態によって変則的なスケジュー
ルで実施される授業である。なお，授業期間としては通年で開講されているが，単位としては1
単位であり，全ての授業への参加が半期分（15回）の授業時間として換算される。授業の計画は
表 1のとおりである。
表 1．「保育実践入門」前期および後期の授業スケジュール
４．「保育実践入門」の授業の流れ
　1）学内での導入の授業（オリエンテーション，学外演習①事前指導）
　本科目では，まず学内にて受講生全体に向けた導入の授業を設けており，グループ構成や授
業の形態およびスケジュールについて確認するとともに，みらいこども園の施設の概要や一日の流
れについての説明を行なった。さらに，2年次以降に控える学外実習をも念頭に置き，学生が，実
習生として求められる姿勢や心構えについて理解することを目的として，学外演習参加に向けた注
意事項を伝えた。また，授業のねらいや学外演習のねらい，事後指導のねらいなどについてもそ
れぞれ確認をした。子ども理解については，我々はともすると生活の一場面だけをとらえ，子ども
の行動を大人の目線から読み取ってしまう可能性のあることを例と共に説明し，子どもの思いや育
ち，それらを支える保育者の姿や環境に目を向けることの重要性について説明した。
　2）「みらいこども園」での学外演習①と学内での事後指導
　学外演習当日は，1グループ（12～ 13 名）が教員とともに「みらいこども園」まで赴き，保育の場
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に参加し，あらかじめ学生同士で決めた担当クラス（1歳児クラス～ 5歳児クラス）の子ども達を中
心に関わることとした。なお，学外演習に参加するにあたり，学生は前もって演習で着目してきたい
ことを決めておき，演習終了後に，自分の着目点における気づきや学びについて振り返ることを求
めた。学外演習の翌週に実施される事後指導では，グループカンファレンスを行った。授業の冒
頭で，カンファレンスの意義や原則について説明した後に，主に，子どもの姿を通した気づき，保育
者の姿を通した気づき，保育の環境についての気づきという3つの視点で学生同士が意見を発表
しあい，自由にやりとりをして，それぞれの気づきの深め合いや学び合いを目指した。
　3）学内での振り返りと学外演習②に向けた授業
　全体に向けて行った前期最後の授業は，子どもたちの行為の「意味」を捉え，探るために求め
られる視点や，その視点を持つための手がかりとなるツールについて考えるための授業として位置
づけ，DVDの視聴を通したエピソ ドー記述の記録と，その記録をもとにして行う考察について学生
に体験させた。記録のとり方による違いを実感する目的で，同じ映像を2回流し，2種類の記録を
体験させた。まず最初に，記録のとり方は指示せずに映像を見せ，印象に残った場面の記録と考
察を行い，続いて，フィー ルドノー ツのとり方を説明した上で「子どもの姿（身体の動き・状態・顔の
表情・ことば等）」と「他者（自分・保育者・他児）のかかわり」という2つの視点でエピソ ドーを記述し，
考察することを学生に求めた。その上で，二つの記録を照合して気づいたことや感じたことを記述
することを指示した。また授業終了の際に，前期の授業を通して学んだことをそれぞれ振り返り考
察を深めることを目的として作成された「中間のまとめ・振り返りシ トー」を課題として配布し，後期
授業開始時に集めることを伝えた。 
5．デ ター収集の時期
　課題として提出された「中間のまとめ・振り返りシ トー（以下，振り返りシ トー）」の記述内容を分析
の対象とした。振り返りシ トーは，前期最後の授業の際（2016 年 7月）に配布し，後期授業開始時
（2016 年 9月）に収集した。
6．調査内容
　振り返りシ トーは 3つの設問から構成されている。設問は「1. みらいこども園での学外演習①と
グループカンファレンスを通して学んだことや感じたことを述べなさい」，「2. 授業No.6では，DVD視
聴などを通して，子どもの行為の「意味」を探る視点と記録のとり方などについて学びましたが，そ
れらの授業を通して，あなたが学んだことや気づいたことを述べなさい」，「3.前期の授業を踏まえ
た上で，後期の学外演習で自分が特に意識して学んで来たいと思うことや，今後の自分の課題と
していきたいことについて述べなさい。」であったが，本研究では，このうち「1. みらいこども園での
学外演習①とグループカンファレンスを通して学んだことや感じたことを述べなさい（以下，質問 1と
する）」および「2. 授業No.6では，DVD視聴などを通して，子どもの行為の「意味」を探る視点と記
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録のとり方などについて学びましたが，それらの授業を通して，あなたが学んだことや気づいたこと
を述べなさい（以下，質問 2とする）」の2つの設問に対する自由記述の回答を分析対象とする。
7．分析方法
　得られたデ ターについては，KJ法を用いて回答の類型化を試みた。KJ法は，帰納法，演繹法
とならんだ論理学の一つであり，複雑多様なデ ターを「デ ターそれ自体に語らしめつつ，いかにし
て啓発的にまとめたらよいか」という課題に基づいて発展し，確立された方法論である（川喜多，
1967）8）。通常，情報を整理し，デ ターのエッセンスを抽出し，互いの関連性を精査するプロセス
を経て，デ ターに基づいた仮説を生成する場合等に用いられる。この方法を活用し，学生の回
答の中から丁寧に法則性を探し，類型化することによって，筆者らの想定する学習内容の範囲や
枠組みにとらわれること無く，学習の成果を検証することができると判断したため，KJ法を用いるこ
ととした。
　手続きとしては，最初に，各項目の回答内容から，授業のプログラムを通して学んだことに関す
る記述を抽出し，適当な長さに断片化し，発言の文脈がわかるよう言葉を補い，切片化した。1
名分の回答に2つ以上の内容が含まれていると判断される場合には回答を分離し，2つ以上の
切片として扱うこととした。次に意味内容の似た切片を集めて更にグループ化し命名し，抽象化す
るという作業を繰り返した。なお，調査の信頼性や妥当性を確保するために，共同研究者間によ
る検討を重ね，分析の信用性の確保に努めた。研究者間で判断の異なる場合には討議を行い，
検討を重ねた上で決定した。
Ⅴ．結果
　分析資料から，学生が自覚する授業を通した学びを切片化した結果，質問 1に対しては，207
個，質問 2に対しては151 個の切片を特定した。意味内容の似た切片を集めてグループ化し命
名し抽象化するという作業を繰り返し，切片を類型化したサブカテゴリー ，サブカテゴリー を類型化
したカテゴリー ，さらに必要に応じてカテゴリー をさらに類型化した概念を作成した。以下，概念の
名称を【　】，カテゴリー の名称を《　》，サブカテゴリー の名称を〈　〉，サブカテゴリー を説明する
ために切片を引用する場合は『　』で表す。
1．学外演習とグループカンファレンスを通した学びと気づき
　学外演習とグループカンファレンスを通した学びと気づき（質問 1の回答）については，33のサブ
カテゴリー と14のカテゴリー ，3つの概念に収斂した（表 2参照）。それぞれの概念，カテゴリー ，
サブカテゴリー に含まれる切片の数は異なるため，切片の数と切片の抜粋も表に示す。
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表 2. 学外演習とグループカンファレンスを通した学びと気づき
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　【子どもとの関わりや環境構成などの保育に関する気づき】においては，《子どもとの関わりに関す
る気づき》，《子どもの行動発達や個人差に合わせた関わりに関する気づき》，《子どもの目線で子ど
もを理解することに関する気づき》，《クラス全体を見ることに関する気づき》，《保育の環境設定に
関する気づき》など，保育者として子どもとかかわる際に求められる姿勢や視点に関するカテゴリー
が多く含まれている結果となった。
　【子どもの姿から得た気づき】には，《子どもの行動発達と個人差に関する気づき》や，《子どもの
姿から学ぶ子どもの特徴》，《遊びや子ども同士のやりとりにおける葛藤に関する気づき》など，学
生が実際の子どもの様子を目の前にして得られた学びが多く含まれている。その中でも〈年齢や月
齢による子どもの行動発達の差異〉や〈子どもの姿から学ぶ子どもの特徴〉については，延べ数とし
てそれぞれ 29 個および 38 個の切片が含まれており，学生にとって子どもの姿からの気づきが多
かったことがうかがえる。
　【事前・事後指導を含めた学外演習の意義】には，《カンファレンスの意義》，《学外演習の意義》，
《保育の記録に関する気づき》，《仲間への感謝》，《初めて保育実践の場に参加して感じた思い》，
《将来を見据えた保育・保育者についての考え》などのカテゴリー が含まれる結果となった。中でも，
〈他者との対話から学ぶことができるカンファレンスの良さ〉に含まれる切片は延べ数で30 個にの
ぼり，特に学生にとって気づきが多かったことが示された。
2．子どもの「行為」を探る視点と記録のとり方の授業を通した学びや気付き
　子どもの「行為」を探る視点と記録のとり方の授業を通した学びや気付き（質問 2の回答）につい
ては，16のサブカテゴリー と6つのカテゴリー に収斂した（表 3参照）。
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表 3．子どもの「行為」を探る視点と記録のとり方の授業を通した学びと気づき
　《子どもの行為の意味に関する気づき》には，〈子どもの行為には意味がある〉，〈子どもの行為を
理解することの重要性〉，〈小さなサインを見逃さないことの重要性〉，〈気になる子どもの気持ちを理
解する重要性・必要性〉，〈子どもの目線で子どもの行為をとらえる重要性〉，〈先入観を持たずに
判断することの重要性〉など子どもの行為の背景について思いをめぐらせることに関するサブカテ
ゴリー が多く含まれる結果となった。〈子どもの行為を理解することの重要性〉については延べ数で
35 個の切片が含まれており，特に気づきの多かったことが示された。
　《子どもを丁寧にみつめることに関する気づき》には，〈一人一人の子どもを注意深くみるまなざし
の重要性〉や〈一人一人の子どもと向き合う難しさ〉，〈子どもの感じ方・感情表出の個人差〉が含ま
れ，特に〈一人一人の子どもを注意深くみるまなざしの重要性〉は切片が 22 個含まれる結果となり，
保育者としてそれぞれの子どもに丁寧に向き合うことの重要性に関する気づきが多かったことがう
かがえる。
　《子どもの姿から得た気づき》には，〈子どもが遊びから得る学び〉や〈保育場面での子どもの姿〉
が含まれ，《子どもへの働きかけに関する気づき》には〈子ども同士のやりとりの重要性とそれを支え
る保育者の働きかけ〉，〈遊びを広げる・深める保育者の関わり〉，〈保育者の見守る姿勢の重要性〉
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が収斂した。これらの結果から，学生が映像内の子どもの姿や保育者の関わりの様子から，子ど
も同士の関わりや保育者と子どもの関わりについて学びを深めていることが示された。
　さらには，《保育の環境設定に関する気づき》や《保育の記録に関する気づき》も得ていることが
示される結果となった。映像や，その前後の指導により，保育実践の場で子どもに向き合う際の視
点や姿勢について，学生が多くを学んでいることが明らかになったと言えるだろう。特に，《保育の
記録に関する気づき》に収斂したものとして，「記録することによって，子どもの行動の理解が深ま
る」，「子どもの記録は保護者にとっては子どもの成長を知る手がかりとなる大切なもの」，「子どもの
見方，記録の取り方を学ぶことが実習へ役立つ可能性」などの気づきがあり，記録することによっ
て子ども理解が深まる可能性に学生が気づいていることが挙げられる。
Ⅵ．考察
1．学外演習とグループカンファレンスを通して
　学生の回答を俯瞰してみると，保育実践入門における学生の学びは多岐に渡っている。
　まず，「学外演習とグループカンファレンスを通して学んだこと」から見出された概念【子どもとの関
わりや環境構成などの保育に関する気づき】においては，保育者としての視点の転換・獲得という
点で重要なカテゴリー が多く含まれる結果となった。入学前に子どもとかかわった経験を持つ学生
は少なくないが，その経験については，「子どもと楽しく遊べた」「子どもがかかわってきてくれて嬉
しかった」など自分の感じた情動を中心として語られることが多いように見受けられる。しかし，こ
の学外演習とグループカンファレンスを通して，学生が，自分自身から子どもの側に視点を置き換え，
子どもにとって求められる保育者の関わりや環境構成について気づいたり，様 な々学びを得ている
ことがうかがえる結果となった。
　また，【子どもの姿から得た気づき】には，子どもの行動発達や個人差，子どもが本来持っている
力などに関する気づきが多く含まれる結果となった。授業では，学生自身が子どもに対して先入観
を持たずに保育の現場に赴き，まずは素朴に多くのことを感じ，学ぶことを重視したため，あえて多
くは触れなかったテーマであるが，学習内容としての言及が多く，学生が子どもの会話内容や細
かな動き，表情や文脈などを注意深くとらえてきたことがうかがえる。これらは，学生が純粋に目の
前の子どもと向き合い，保育実践の場に関わる中で，子どもの本来の姿に気づくことが出来ている
と推察される内容である。これらの結果は，学生の保育現場の体験が，実感を伴う能動的な学
びの機会となり，将来保育者になるにあたって重要な視点への気づきにつながっていることを示す
と言えるのではないだろうか。
　【事前・事後指導を含めた学外演習の意義】には，「保育実践入門」の授業内容や授業の構成
の意義についての学びが多く含まれている結果となった。特に，カンファレンスにおいて他者との学
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び合いの有効性や省察することの重要性に関する気づきが多かったことから，授業のねらいである，
「グループカンファレンスを通して子どもへの理解を深め，多角的に考察できるようになること」や，「自
らのかかわりを振り返り，反省的に考察できるようになること」が一定程度達成され，学びに反映さ
れていると言うことが出来るだろう。実際の保育実践の場でも，園内研修や保育カンファレンスによ
る事例の検討を通して保育者の資質向上を図ることが多いことを鑑みると，これらの学生の学びは，
保育者としての学び方に対する気づき，保育者としての専門性を深めるためのプロセスへの気づき
とも言え，学生がそのプロセスの最初の出発点に立つことが出来ているともとらえられるだろう。
2．子どもの「行為」の意味を探る視点と記録のとり方の授業を通して
　次に，「子どもの行為の意味を探る視点と記録のとり方に関する指導を通した学びと気づき」に
目を移すと，《子どもの行為の意味に関する気づき》，《子どもを丁寧にみつめることに関する気づ
き》，《子どもの姿から得た気づき》，《子どもへの働きかけに関する気づき》，《保育の環境設定に関
する気づき》，《保育の記録に関する気づき》などのカテゴリー が抽出され，前出の「学外演習とグ
ループカンファレンスを通した学びと気づき」と重なる部分が大きいと言うことができるだろう。子ども
理解の枠組みとも言えるような重要な気づきのカテゴリー が多く，学外演習とグループカンファレンス
での気づきを，さらに深め，支える学びがあったととらえることが出来るのではないだろうか。
　《保育の記録に関する気づき》は，実践からの学びと講義からの学びの双方から共通したカテゴ
リー が抽出されたカテゴリー となった。学外演習とグループカンファレンスを通した学びと気づき（表
2）としては，少数（切片の延べ数は1）挙げられるのみであったが，子どもの「行為」を探る視点と
記録のとり方の授業を通して得られた気づき（表 3）としては，一定数（切片の延べ数は14）挙げら
れる結果となった。保育について記録をするということは，砂上（2016）9）の指摘にもあったように，
記録にかかる時間が保育を振り返り想起する時間となる上に，記録者が子どもの言動について意
味づけるプロセスでもあり，いわば省察の機会であると言える。保育の現場においても省察の重
要性は広く認められているところであるが，その記録の重要性および省察の重要性に，保育を学
び始めたばかりの学生も気づいているということは言及に値するだろう。この気づきが，後期の学
外演習②において保育に関する学びをさらに深めることにつながるなど，授業の中で学びの循環
が起きることが期待できるのではないだろうか。
3．獲得した知識と実践の場で得られた学びの統合
　また，今回の結果で特筆すべきは，【事前・事後指導を含めた学外演習の意義】の〈座学とは異
なる現場からの学び〉や〈子どもからの学び〉，【子どもの姿から得た気づき】の〈子どもの姿から学ぶ
子どもの特徴〉に代表されるように，保育実践の場でしか得ることのできない学びを学生は体験し
ており，その重要性を学生自身も認識しているという点であろう。さらには，学内で実施された事
後指導においても，《子どもの行為の意味に関する気づき》，《子どもを丁寧に見つめることに関する
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気づき》など，子ども理解につながる重要な学びを得ていることが示された。学内での講義によっ
て獲得した知識と，保育実践の場を通して得られた学びが統合され，保育に関する理解を深め，
実践力を身につけることは，保育者を目指す学生に期待されることである。「保育実践入門」では，
学生自身が講義での学びと現場からの学びそれぞれの重要性に気づき，またそれらの統合により
保育に関する理解が深まることに気づく機会として機能しているととらえられるのではないだろうか。
4．今後の課題
　保育者養成課程に在籍している学生の学びは，大学の講義を中心とした学習と，保育実践の
場の経験の双方により構築されていくと考えられるが，その学びの蓄積の様子を可視化することに
は困難が伴う場合が多い。本研究では，双方を体験した学生の学びの一端が示されたことに意
義があると考えるが，今後はそれぞれの学生の学びや気づきの関係性を明らかにし，授業運営や
授業計画に役立てたい。前述の通り，「保育実践入門」では一年を通した授業スケジュールを組
んでいるため，全てのスケジュール終了後に改めて授業全体の成果と課題について検証する必
要があると考えられる。さらに踏み込んで学びのプロセスや構造についてまで検討することを課題
としたい。
　また「みらいこども園」との更なる連携も重要な課題である。今後も学生の学びを共有し，学外
演習の意図や意義について改めて共通認識を持ち，相互理解のもと学生の指導にあたることが，
学生にとってより効果的な学習につながると考える。
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